
 

 

 

 

 

 

  

若くして秀吉に仕えたあと、外様ながら準譜代大名として、徳川家康、秀忠、家

光の信頼を受けた。直竒は坂戸、長岡、村上と次々と加増され、転封するたびに意

欲的に城、城下町を改造していった。 

現在の観光の町村上の原型は直竒が種を蒔いていったものばかりであった。 

 


